
重水

重水 じゅうすい

 一般には重水Ｄ２Ｏを指すが、酸素の重い同位体（Ｏ−１８，Ｏ−１７など）を多量に含む水を指す
場合もある。通常の水にはＨ２Ｏ（Ｏ−１６）９９．７６％のほか、Ｈ２Ｏ（Ｏ−１８）０．７１％、
Ｈ２Ｏ（Ｏ−１７）０．０３７％、ＨＤＯ（Ｏ−１６）０．０３２％などが含まれている。重水に対し
て普通の水を軽水という。重水は原子炉の減速材、反射材として用いられる。常温核融合反応としては
重水を電解して行う。また重水から重水素を製造して、高温核融合のＤ−Ｔ反応の燃料として使用す
る。
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